
若い方も参加して交流を楽しみました

総勢78人が出席した総会の様子

▲コントに爆笑

◀写真左が野田村出身
　のイズミさん、右が
　コンビのヨーコさん

　

去
る
６
月
21
日
、
東
海
大
学
校

友
会
館（
東
京
都
）で
平
成
27
年
度

野
田
は
ま
な
す
会
総
会
、
ふ
る
さ

と
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
野
田
村
か
ら
小
田
祐
士
村

長
、
貮
又
正
人
村
議
会
議
長
が
ご

臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
隣
友
好
団
体
か
ら
、

久
慈
ふ
る
さ
と
会
、
東
京
大
野
つ

ば
さ
会
、
ふ
る
さ
と
普
代
会
、
久

慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
、
久
慈

地
区
高
校
東
京
同
窓
会
、
東
京
様

似
会
な
ど
の
会
長
、
幹
事
長
、
役

員
の
方
々
に
ご
出
席
賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
26
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
と
平
成
27
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
提
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
佐
藤
匡
宏
氏
の
乾
杯

の
発
声
で
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
交

流
会
は
、
20
代
の
若
い
世
代
の
出

席
者
や
フ
レ
ン
ド
ワ
ー
ク
野
田
の

出
稼
ぎ
の
方
な
ど
を
交
え
た
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
野
田
村
役
場
職
員

に
よ
る
「
野
田
塩
ラ
ー
メ
ン
」、

「
塩
蔵
わ
か
め
」
の
販
売
や
、
野
田

村
で
活
動
し
て
い
る
N
P
O
法
人

の
ん
の
り
の
だ
物
語
の
職
員
に
よ

る
ス
ト
ー
ル
や
コ
ー
ス
タ
ー
、キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
野
田
村
の

特
産
品
や
、
村
の
人
が
作
っ
た
作

品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
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交
流
会
の
恒
例
と
な
っ
た
「
１

２
３
☆
４
５
」
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

ト
で
は
、
田
舎
と
都
会
を
テ
ー
マ

に
し
た
内
容
で
共
感
を
呼
び
、
会

場
に
は
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　　

毎
年
人
気
の
「
福
引
き
」
で
は
、

急
き
ょ
会
場
で
小
田
村
長
か
ら
景

品
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
嬉
し
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
「
野
田
中
学
校
校
歌
」
の
合
唱

で
締
め
く
く
り
、
そ
の
後
、
総
会

会
場
近
く
の
「
さ
く
ら
水
産
虎
ノ

門
店
」
で
二
次
会
を
開
催
し
、
顔

を
合
わ
せ
る
貴
重
な
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
し
た
。

交
流
会
盛
大
に
開
催



野田港（新山）の防波堤

協議終了後の懇談

◀協力金を
　村長に手渡す会長
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　６月21日、野田はま
なす会総会の壇上で、
会員の皆さんからいた
だいた十府ヶ浦公園整
備緑化協力金が桜庭会
長から小田村長に贈呈
されました。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

野
田
は
ま
な
す
会

　

会
長　

桜　

庭　

昌　

吾

　

初
秋
の
候
、
夏
の
猛
暑
を
無
事

乗
り
切
り
、
お
元
気
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
６
月
21
日
開
催

の
野
田
は
ま
な
す
会
総
会
、
交
流

会
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
78
人
の
参
加
者
で
し
た
。

小
田
祐
士
村
長
、
貮
又
正
人
村
議

会
議
長
に
は
、
ふ
る
さ
と
野
田
村

か
ら
遠
路
お
い
で
い
た
だ
き
、
会

を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
「
十

府
ヶ
浦
公
園
整
備
、
緑
化
協
力

金
」
は
、
総
会
の
場
で
全
額
を
小

田
村
長
に
贈
呈
す
る
こ
と
が
で
き
、

良
か
っ
た
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん

が
野
田
に
帰
っ
た
時
、
形
に
な
っ

て
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
か
ら
４
年
半
が
経
ち
ま

す
。
今
年
も
ふ
る
さ
と
の
復
興
状

況
を
見
て
き
ま
し
た
。
城
内
地
区

の
中
心
街
に
も
、
新
し
い
家
屋
が

何
軒
も
建

ち
始
め
て

い
ま
し
た
。

高
台
へ
の

移
転
も
順

調
に
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
新
山
の
野

田
港
は
、
今
ま
で
の
防
波
堤
に

さ
ら
に
約
３
㍍
も
積
み
上
げ
た

高
さ
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
新

山
か
ら
前
浜
、米
田
浜
へ
と
あ
っ

た
今
ま
で
の
防
波
堤
よ
り
一
段

と
高
く
頑
丈
に
造
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
津
波
前
に
見
て
い
た
今

ま
で
の
風
景
は
一
変
し
て
い
ま

し
た
。
津
波
か
ら
生
き
残
っ
た

松
の
木
が
何
本
か
残
っ
て
い
ま

し
た
。
十
府
ヶ
浦
を
見
渡
す
風

景
が
ど
ん
な
形
で
落
ち
着
く
の

か
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
の
帰
省
は
高
校
野
球
岩
手

県
予
選
に
合
わ
せ
て
、
少
し
早
め

て
７
月
14
日
に
し
ま
し
た
。
母
校
、

野
田
中
学
校
の
多
く
の
後
輩
た
ち

が
高
校
生
に
な
り
、
高
校
野
球
で

は
つ
ら
つ
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
手
県
営
球
場
と
花
巻
市
営
球
場

に
通
い
、
炎
天
下
応
援
し
ま
し
た
。

久
慈
地
区
に
あ
る
久
慈
高
校
、
久

慈
工
業
高
校
、
久
慈
東
高
校
と
ど

の
高
校
に
も
勝
っ
て
欲
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
久
慈
東
高
校
は
２
回

戦
第
２
シ
ー
ド
校
の
盛
岡
大
学
附

属
高
校
に
３
対
２
の
接
戦
で
惜
し

く
も
敗
退
。
ふ
る
さ
と
野
田
村
に

あ
る
久
慈
工
業
高
校
は
、
４
回
戦

ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
第
１
シ
ー

ド
校
の
一
関
学
院
高
校
に
４
対
１

で
残
念
な
が
ら
敗
れ
ま
し
た
。
一

番
勝
ち
進
ん
だ
私
の
母
校
で
あ
る

久
慈
高
校
は
、
５
回
戦
ま
で
進
み

ま
し
た
が
、
盛
岡
北
高
校
に
６
対

３
で
惜
敗
し
、
ベ
ス
ト
８
に
残
り

ま
し
た
。
野
田
中
出
身
の
菊
池
選

手
は
投
打
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

駄
弁
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
い
会

に
な
る
よ
う
、
役
員
一
同
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

10
月
４
日（
日
）の
「
日
帰
り
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

８
月
２
日
、
東
海
大
学
校
友
会

館（
東
京
都
）で
野
田
は
ま
な
す
会

第
二
回
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
６
月
７
日
の

「
岩
手
県
人
の
集
い
」
へ
の
参
加

報
告
に
つ
い
て
、
桜
庭
会
長
が
県

組
織
部
長
に
再
任
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
県
連
合
会
創
立
40
周
年

記
念
誌
が
作
成
中
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
以
下
の
こ
と
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

⑴　

総
会
、
交
流
会
の
反
省
で
は

若
い
方
の
参
加
者
も
増
え
、
78
人

の
参
加
で
、
和
気
あ
い
あ
い
で
盛

会
で
あ
っ
た
。
物

産
即
売
会
は
も
っ

と
宣
伝
し
た
方
が

良
か
っ
た
。

⑵　

は
ま
な
す
通

信
51
号
は
９
月
初

め
に
発
行
す
る
。

⑶　

日
帰
り
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

10
月
4
日
（
日
）

午
前
10
時
集
合
、

神
奈
川
幹
事
担
当

で
横
浜
の
見
学
と

懇
親
会
と
す
る
。

⑷　

平
成
28
年
度

総
会
・
交
流
会
は
平
成
28
年
６
月

19
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
と
し
、

今
年
と
同
じ
会
場
で
開
催
と
す
る
。

　

協
議
終
了
後
に
は
、
野
田
村
特

定
課
題
対
策
課
の
明
内
課
長
・
廣

内
総
括
主
査
と
野
田
村
に
つ
い
て

の
懇
談
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
創
生

に
係
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
今
後
は
具
体
的
な

提
言
が

で
き
る

よ
う
当

会
で
も

考
え
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

第
２
回
役
員
会
開
催



達増県知事と参加者（前列左から２番目が筆者）
▲急きょ結成の応援団

　

私
は
、
昭
和
40
年
３
月
野
田
中

学
校
卒
業
、
昭
和
43
年
３
月
久
慈

高
校
建
築
科
第
２
回
生
卒
業
で
す
。

東
京
で
の
就
職
の
た
め
、
不
安
を

抱
き
な
が
ら
昭
和
43
年
４
月
１
日

朝
、
上
野
駅
に
着
き
ま
し
た
。
就

職
先
の
出
迎
え
は
誰
も
い
な
い
の

で
、
自
分
の
力
で
世
田
谷
区
祖
師

谷
の
会
社
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
過
ぎ
て
、
目

指
す
会
社
に
着
い
た
の
は
、
夕
方

５
時
頃
で
し
た
。
会
社
の
人
は
、

ぼ
ち
ぼ
ち
帰
る
頃
で
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
住
ん
で

い
た
故
郷
の
野
田
村
に
は
、
汽
車

も
電
車
も
な
く
、
乗
り
合
い
バ
ス

だ
け
で
し
た
。
毎
日
バ
ス
で
久
慈

ま
で
通
学
し
て
い
た
田
舎
者
が
、

い
き
な
り
東
京
で
、
電
車
に
乗
り
、

し
か
も
山
手
線
か
ら
、
新
宿
で
小

田
急
線
に
乗
り
換
え
、
祖
師
谷
大

蔵
で
降
り
て
、
地
図
も
な
く
、
番

地
だ
け
を
頼
り
に
探
し
歩
く
に
は

と
ん
で
も
な
く
大
変
な
こ
と
で
し

た
。
普
通
に
移
動
す
れ
ば
１
時
間

半
く
ら
い
で
充
分
な
移
動
距
離
で

す
。

　

赴
任
一
日
目
に
し
て
こ
ん
な
状

況
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
未
来

に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
か
の
よ
う

な
、
不
安
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
会
社
は
、
木
造
住
宅
を

中
心
と
す
る
20
人
く
ら
い
の
工
務

店
で
、
会
社
の
２
階
、
六
畳
一
間

に
二
人
同
居
し
て
、
自
炊
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
自
炊
し
た
こ
と

が
な
く
、
洗
濯
か
ら
掃
除
、
す
べ

て
が
初
め
て
の
生
活
で
し
た
。

　

そ
ん
な
状
態
で
も
、
向
学
心
が

あ
り
、
新
宿
の
工
学
院
大
学
の
夜

間
部
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時

新
宿
西
口
は
、
淀
橋
浄
水
場
跡
地

に
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
が
相
次
ぎ
、

当
時
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
建

設
中
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
毎
日
見

て
い
て
、
木
造
建
築
で
な
く
、
ビ

ル
建
設
を
や
っ
て
み
た
い
と
の
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
の
を
い
い
機

会
に
、
昭
和
49
年
２
月
、
清
水
建

設
に
途
中
入
社
し
ま
し
た
。
最
初

に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
川
崎
製
鉄

所
、
千
葉
工
場
の
６
号
高
炉
建
設

工
事
で
、
当
時
世
界
最
大
の
溶
鉱

炉
建
設
工
事
で
し
た
。
次
は
、
東

京
都
足
立
区
中
川
下
水
処
理
場
建

設
工
事
で
、
敷
地
40
㌶
で
し
た
。

こ
の
２
棟
で
約
10
年
掛
か
り
、
会

社
を
定
年
す
る
ま
で
に
、
何
棟
の

建
物
が
で
き
る
の
か
不
安
に
な
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
主
な
建
設
工
事
、
ま

た
は
関
係
し
た
建
物
は
、
三
井
本

館
建
物
保
存
工
事
、
丸
の
内
に
あ

る
新
大
手
町
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
で
し
た
。
他
に
赤
坂
溜
池
タ

ワ
ー
ビ
ル
、
ヨ
コ
ソ
ー
レ
イ
ン

ボ
ー
ビ
ル
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
超

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
棟
な
ど
で
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
本
社
勤
務
に
な

り
、
建
物
の
維
持
管
理
・
修
繕
・

ク
レ
ー
ム
対
応
を
行
う
部
署
の
保

全
管
理
者
に
な
り
ま
し
た
。
60
歳

で
定
年
し
、
さ
ら
に
嘱
託
と
し
て

65
歳
、
平
成
26
年
５
月
に
退
職
す

る
ま
で
、
保
全
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
人
に
優
る
能
力
は
持
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
東
北
人
の
粘
り
で
、

他
人
よ
り
努
力
す
る
こ
と
、
人
一

倍
頑
張
る
こ
と
で
、
ど
う
に
か
無

事
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
は
今
も
同

じ
で
す
。
現
在
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
生

涯
青
年
の
心
意
気
で
、
こ
れ
か
ら

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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横
町
出
身　

山 

根 

正 

信

第16回全国中学
生軟式野球大会

野田中チーム野田中チームを応援!!応援!!
野田中チームを応援!!

　

平
成
27
年
度
岩
手
県
人
の
集
い

が
６
月
７
日
、
日
暮
里
の
ホ
テ
ル

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
約
90

団
体
か
ら
４
０
０
人
以
上
が
集
い

ま
し
た
。
私
た
ち
野
田
は
ま
な
す

会
か
ら
は
、
桜
庭
、
久
慈
、
坂
本
、

諫
山
、
小
谷
地
、
明
内
の
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

３
・
11
の
被
災
者

へ
黙
と
う
を
捧
げ
て

始
ま
っ
た
集
い
で
は
、

会
務
報
告
が
さ
ら
り

と
進
み
、
岩
泉
町
小

本
に
伝
わ
る
「
中
野

七
頭
舞
」
を
踊
る
若

人
の
力
強
さ
に
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
宮

古
出
身
の
金
澤
未
咲

歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

素
敵
な
歌
声
を
聞
き

な
が
ら
食
事
を
楽
し

み
ま
し
た
。
大
変
盛

会
で
し
た
が
、
若
い

人
に
も
参
加
し
て
欲

し
い
な
と
思
い
な
が

ら
散
会
し
ま
し
た
。

「
私
の
仕
事
―
建
設
業
務
に
携
わ
っ
て
」

　
　
　

 
―
い
つ
も
青
年
の
心
意
気
で
―

副
会
長　

坂 

本 　

悟

第
41
回

岩
手
県
人
の
集
い
に

　
　
　
　

参
加
し
て

　平成27年３月21日、千
葉県柏市の松葉球場で、
「IBA-boys中学部第16回
全国中学生軟式野球大
会」が行われ、野田中学
校と三崎中学校の合同
チームが県下20チームを
勝ち抜いて、岩手県代表
として出場しました。
　私たち野田はまなす会
でも役員を中心に、急
きょ応援に駆け付けま
した。



　

奇
岩
、
怪
岩
の
多

い
三
陸
海
岸
に
あ
っ

て
、
野
田
の
海
岸
で

奇
岩
が
連
な
っ
て
い

る
場
所
と
言
え
ば
、

玉
川
か
ら
下
安
家
に

か
け
て
の
玉
川
海
岸

で
す
。
な
か
で
も
、

目
を
引
く
奇
岩
は

「
烏
帽
子
岩
（
え
ぼ

し
い
わ
）」
で
す
。
烏

帽
子
岩
と
は
、
昔
の

貴
族
な
ど
が
か
ぶ
っ

た
帽
子
に
そ
っ
く
り

な
た
め
に
付
け
ら
れ

た
名
称
で
す
。

烏
帽
子
岩
の

あ
る
所
は
、

玉
川
海
岸
を

代
表
す
る
景

勝
地
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、

烏
帽
子
岩
と

名
の
つ
く
奇

岩
は
、
全
国

各
地
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

有
名
な
と
こ

ろ
で
は
神
奈

川
県
茅
ヶ
崎

市
の
湘
南
の

シ
ン
ボ
ル
と

呼
ば
れ
る
烏

帽
子
岩
、
岩
手
県
内

で
は
盛
岡
市
の
櫻
山

神
社
境
内
に
あ
る
烏

帽
子
岩
な
ど
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

玉
川
海
岸
の
烏
帽
子

岩
が
全
国
一
烏
帽
子

に
似
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

景
勝
地
と
し
て
知

ら
れ
る
前
は
、
玉
川

海
岸
に
烏
帽
子
岩
が

あ
る
こ
と
を
知
る
村

民
も
そ
う
多
く
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
多
く
の
人
が

「
烏
帽
子
岩
」
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
昭
和
48
年

に
国
民
宿
舎
「
え
ぼ

し
荘
」
が
開
業
す
る

こ
と
に
よ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
頃
は
、

「
え
ぼ
し
荘
」
と
名

が
つ
い
て
い
る
こ
と

に
、
不
思
議
に
思
っ

た
人
も
多
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
う
ち
に

村
民
や
観
光
客
に

徐
々
に
知
ら
れ
る
よ

　
「
横
浜
・
港
の
見
え
る
丘

公
園
と
ま
わ
り
の
洋
館
、
元

町
商
店
街
を
巡
っ
て
中
華
街

で
食
事
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

知
り
合
い
を
誘
い
合
っ
て
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
４
日（
日
）10
時
集
合

■
目
的
地

　
「
港
の
見
え
る
丘
公
園
」

「
元
町
商
店
街
」「
中
華
街
」

■
集
合
場
所

　

み
な
と
み
ら
い
線
終
点

駅
「
元
町
・
中
華
街
駅
」

５
番
、
６
番
出
口

■
費
用

　

食
事
代（
約
２
千
円
）、
交

通
費
各
自
負
担

■
申
し
込
み
先

※
参
加
者
は
早
め
の
連
絡
を

幹
事
長　

久
慈
士
郎

久
０
９
０
・
５
５
６
７
・
５
７
９
５

担
当
幹
事　

大
沢
直
人
・
志
村
良
子

大
０
９
０
・
８
６
４
４
・
８
６
７
３

志
０
９
０
・
４
１
３
４
・
２
２
３
９
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あ
と
が
き

▼
ふ
る
さ
と
の
嬉
し
い
お
話
。

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
の
新

駅
が
２
億
６
千
余
万
円
の
事

業
費
で
米
田
地
区
に
設
置
さ

れ
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
中
の
完
成
を

目
指
す
と
の
こ
と
。

　

交
通
の
便
、
三
鉄
利
用
者

拡
大
、
地
域
振
興
に
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ
で
も
安
心
・
安
全
の

野
田
村
。
高
さ
15
㍍
の
津
波

避
難
ビ
ル
が
城
内
地
区
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
が
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
階
に
保
健
セ
ン
タ
ー
、

２
階
に
展
示
室
、
３
階
が
避

難
ス
ペ
ー
ス
で
１
３
５
人
収

容
可
能
。
屋
上
に
も
（
高
さ

12
㍍
）
避
難
で
き
る
。
安
心

し
て
城
内
に
買
い
物
に
行
け

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

岩
手
銀
行
野
田
支
店
が
本

町
中
心
街
に
７
月
21
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
新
し
い
野
田
村
村
議
会
議

員
12
人
が
７
月
26
日
に
決
ま

り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
希
望

を
持
っ
て
輝
け
る
ふ
る
さ
と

の
村
づ
く
り
を
期
待
し
た
い

で
す
。

（
Ｓ
・
Ｓ
）

（文と絵）桜　庭　　昌（中新山出身・野田中昭和33年卒）
　　　「烏帽子岩」  ～玉川海岸～　　　　　

絵でつづる 絵でつづる ふるさと野田村の風景ふるさと野田村の風景絵でつづる ふるさと野田村の風景 （その８）

う
に
な
り
、
十
府
ヶ

浦
海
岸
や
大
唐
の
倉

と
共
に
野
田
村
を
代

表
す
る
景
勝
地
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
烏
帽
子
岩
」
は
玉

川
海
岸
の「
え
ぼ
し
荘
」

入
口
近
く
の
国
道
45

号
線
沿
い
の
崖
下
の
海

の
中
に
り
ん
と
し
て

立
ち
、
見
る
人
を
飽

き
さ
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

全
国
か
ら
多
く
の
人

に
訪
れ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

横浜・港の見える丘公園横浜・港の見える丘公園横浜・港の見える丘公園
元町商店街散策

中華街で食事

日帰りレク参加者募集


